
ま　え　が　き

　本書は、「原油はどのように採掘、生産され、日本に輸送、製品化
されて最前線の給油所で販売されるかという、石油の生産から販売に
到るサプライチェーンの動向をわかりやすく解説した本はないか」 と
いう販売業者の皆様からのご要望にお応えして、昭和52年（1977年）
に初版を発行しました。爾来、毎年の改訂を経て、今回で第44版とな
りました。

　2018年に策定された第五次エネルギー基本計画では、石油は 「最後
の砦」 として今後とも活用していく重要なエネルギー源であると明確
に位置付けられました。また、2019年は度重なる地震、台風等による
大規模災害が発生し、石油・エネルギー供給の重要性、社会インフラ
としての SS の役割が改めてクローズアップされました。燃料供給強
靭化への取組み、SS過疎地問題への対処、住民拠点SSを将来的には
1万カ所の整備を目指すなど様々な取組みが行われています。一方、
中長期的には、人口減少、自動車の燃費向上などの影響で内需のさら
なる減少が見込まれるものの、足元では元売りの業界再編最終章を迎
え、国内の石油需給は比較的堅調に推移しています。

　エネルギー密度が高く、可搬性・貯蔵性・利便性に優れた石油の特
性を踏まえ、災害時に強い「最後の砦」として現行の石油の位置付けを
自覚する必要があります。さらには、2019年6月に開催された G20で
表明された脱炭素社会へのわが国のビジョン、カーボンリサイクルへ
の取組み等、わが国は他国に先んじた環境政策と整合性のとれたエネ
ルギー政策を展開していることを踏まえ、2030年、2050年という目
標年への節目の年となる2020年を迎えている現状を俯瞰しましょう。

　本書が、石油及び石油産業を取り巻く環境変化と石油関連企業の果
敢な取組みに対する正しい理解の一助となれば幸いです。

油業報知新聞社　編集部



《本書で取り上げた新たな項目/例示（順不同）》

◇ IEA（WEO）、BP（EO）、OPEC（WOO）という機関ごとに
異なる世界エネルギーの展望と、70年ぶりに原油・ガスの純
輸出国となった米国エネルギー政策の変化

◇「パリ協定に基づく成長戦略としての長期成長（2019年6月11
日閣議決定）」のポイントと、G20エネルギー環境閣僚会合（同
年6月15、16日）、及びG20 大阪サミット（同年6月28、29日）
にて表明された脱炭素社会へのわが国のビジョンと石油業界
の取組み

◇わが国の内航船燃料油に関する2020年IMO規制開始の影響

◇昨今の災害への対応と燃料供給強靭化に向けた取組み

◇ SS 過疎地問題の現状と「過疎地域等における燃料供給インフ
ラの維持に向けた安全対策のあり方に関する検討会」における
規制緩和への取組み

◇「新しい石油産業像に関する研究会報告（2019年6月）」の概要
と新たな挑戦分野における今後の方向性

◇新・国際資源戦略の策定と、G20でも注目された「カーボンリ
サイクル」への取組み

◇海洋エネルギー・鉱物資源開発計画の改定と、メタンハイド
レート開発の現状
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